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　アチャルヤは、インドのバラモン祭司が菜食から肉食へ

変貌し、聖職者の道から堕落したと批判している。ここか

らわかるのは、ネワーの食文化がバラモン祭司等を虜にし、

そこに居留まらせる原因となったということであり、ネ

ワー人の多民族構成の過程がここで垣間見れるのである。

  ネワー人の食文化はその幅広さ故に、現在もなお他民族

に強い影響を与え続けている。ネワー人はチベット由来の

モモに水牛肉を使用して、モモそのものをネワー料理の一

つに数えているし、その美味しさは一般のネワー人家庭に

も広く行き渡りつつある。

　筆者が、ネワー人のモモ専門店店員にインタビューを

行ってきた中で、とても興味深い情報を入手することがで

きた。それは、亡き国王ディペンドラがまだ皇太子であっ

た頃、このモモ専門店へ皇太子自ら、モモを購入しにやっ

て来たのだと言う。

質問者：その時のことは、マスメディアにも大きく取り上

　　　　げられたのですか？

店員 1 ：そうですね、確かにその後、店の名前が知られる

　　　　ようになったかもしれません。

質問者：ディペンドラ皇太子は店内で召し上がって行かれ

　　　　るのですか？

店員 1 ：いいえ。お持ち帰りになられました。

質問者：運転手に来させるのですか？

店員 2 ：いいえ！あの方は自分でお越しになるのですよ！

（インタビューの一の部日本語訳）

食は人を結ぶ

　ネパール盆地で花開いたネワーの食文化を、ネワー人が

一所懸命にその幅を広げてきたという事実は非常に注目す

べき点であり、また諸外国のいろいろな料理を取り入れ、

本来の料理をネワー風に作り変えていった点も興味深い。

そうして試行錯誤を重ねた魅力的なネワー料理は、やがて

外国人をも虜にし、遂にその一部をネワー人にしてしまっ

た。

　現代ネパールは領土が拡大し、ネワー人が多民族である

のと同じように、ネパール人も多民族化した。かつてネワー

料理がネワー人を一つにしたように、今度はネパール全

土で＜食＞による民族統合が叶わないだろうか。現在もネ

パールでは様々な民族がネパール盆地に集い、ネワー料理

に舌鼓を打つ。ネワー料理があるからこそ、各地からネパー

ル盆地に集まってくるのかもしれない。スクラ、ジャガイ

モカレー、ウォー、ダエクラ、プカラ、モモ、トン（酒の

一種）…。ネワー人の食生活、食文化が、ジャンジャティ（土

着の多民族）にとっての魅力であり、羨望の的となってい

るのではないだろうか。

　国家が、多民族統合政策に自らの言語や宗教を導入した

のと同じように、被支配者側の豊かな食文化にも国家レベ

ルで力を注いでいたならば、今のネパールの姿は違ったか

もしれない。＜食＞が人間の本音を揺さぶるその効果は絶

大なのである。

【一時資料】

ネパール語（ネパール・バーサ）：

東京外国語大学の COE プロジェクトのもと、チベット，

ネパールの元貿易商からチベット貿易を巡るインタビュー

を行った。インタビューは 2003 ～ 2005 のに行われた。

情報提供者は 60 人程度。インタビューは主に、ネパール

のパタン市とカトマンドゥ市で行われた。インタビュアー

は石井溥、サキャ・プルナ・ラタナの二名で行った。

このインタビューによって、多少なりともネワー人の食文

化に関する新鮮な情報を入手することが出来た。当小論作

成にこの資料の一部を活用した。
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